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イリジウム触媒が拓く有機合成化学の 
新展開

New Directions in Organic Synthesis 
Pioneered by Iridium Catalysts

　イリジウムは，コバルトやロジウムと
同じ 9族の遷移金属元素である。1990年
代半ば頃まで，イリジウムは安定な錯体
を形成するため触媒としては機能しにく
い，と考えられていた。Vaska錯体の研
究からそのような認識がなされていたと
推察され，実際に Crabtree触媒による四
置換アルケンの水素化や，イミンの効率
的水素化に特徴が垣間見えていたもの
の，イリジウムを触媒に用いる有機合成
は未開の領域であったといえる。しかし

ながら，分岐型生成物を選択的に与える
アリル位置換反応や，ベンゼン化合物の
C（sp 2）-H直接ホウ素化反応が 1990年代
後半から 2000年代前半にかけて登場し
て以降，イリジウムは特徴ある分子変換
触媒としての輝きを放つようになる。
　筆者らの研究グループでは，イリジウ
ム錯体の優れた C（sp 3）-H結合活性化能
力に着目した触媒的合成反応のデザイ
ン・創出に取り組んでいる。これまでに
アルキル基 C（sp 3）-H結合の直接ホウ素
化反応やエナンチオ選択的分子内 C
（sp 3）-H付加反応，C（sp 3）-H/C（sp 3）-H酸
化的カップリングの開発に成功した 1）。
最近では C（sp 3）-H/O-H酸化的カップリ

ングに研究を展開している 2）。分子変換
概念を刷新するイリジウム触媒の化学
に，ぜひご注目いただきたい！
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